























































































































































































― 138 ― ― 139 ―






























（1） a.  伊beh對東京去北海道。（他要從東京去北海道。）（彼は東京から北海道へ行
こうとする。）8


































（5） a.  伊beh對東京騎跤踏車kàu北海道。（他要從東京騎自行車到北海道。）（彼は
東京から北海道まで自転車で移動しようとする。）
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（6） 空間領域における“去（khì）”の概念内容：
 a. 現実世界の空間領域における移動物による物理的移動である。
 b.  その物理的移動には出発点と到着点があるが、それらは言語表現に
よってプロファイルされている場合とそうでない場合とがある。
 c.  その物理的移動を観察する発話者の視座（視点の位置）が示されて
いる。その典型的視座は、発話者の発話時の発話地点（発話者の 
「いま・ここ」）にある。
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は「行く」しか使えないが、英語では“May I come to your house?”のよう











appointment will be here soon. We have much to talk about. May I come to your place 
tonight? ’” （Truth: 206）や、（電話で）“‘Great news, ’ Andrew responded. ‘Tim’ll be 
surprised. May I come to your ofﬁce to discuss the trip?...’” （Stay: 273）など。
14 例えば、次の用例がある。“‘May I go to your house? ’ asked Lizard and they 
replied afﬁrmatively. ” （American: 381）や、“‘May I go to your house... and meet your 





















































































































































































































































（14） a.  我beh先 lâi-khì矣。（我要先離開了。用於表示告辭。）（私はお先に失礼しま
す。別れを告げる際に用いる。）（教育部2011）
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して挙げ、後者を前者の“合音”だとは言っていない。果たして“laih”が
“lâi-khì”の“合音”と言えるかどうかはまだ研究の余地があるだろう。こ
の点は、英語の近未来アスペクトbe going toからbe gonnaへの変化が示唆
を与えてくれる。すなわち、be gonnaへの変化は、Hopper & Traugott （2003）
では再分析（reanalysis）が起こった結果であるとし、かぎカッコのくくり

















































































































（15） a.* 伊頭拄仔 tō來去矣。
 b. 伊頭拄仔 tō去矣。（他剛才就去了。）（彼はさっきもう行った。）
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うな発話である。
（16） a. 我來去。（我走了。）（私は行く。）







（17） a. 阿明: “啊阿雄 leh？”
 b. 阿珠: “伊頭拄仔 tō講伊beh來去矣，無定著已經走矣喔。”
 c. 阿明: （拍手機仔）“阿雄仔，你khah做你走啦？”
 d. 阿雄:  （拍手機仔）“我頭拄仔 tō講我beh來去矣，啊 tō毋知影你 leh
趖啥，我 tō先走矣啦。”
（a. 阿明:“阿雄呢？”／b. 阿珠:“他剛才就說他要走了，說不定已經走了喔。”／c. 阿
明:（打手機）“阿雄，你怎麼只管自己走了呢? ”／d. 阿雄:（打手機）“我剛才就說我要
走了啊，也不知道你在拖什麼，我就先走了啊。”）























（18） a.  電車 teh-beh｛*來去／離站｝矣喔。（電車快要出站了喔。）（電車はもうす
ぐ駅を出るよ。）
 b.  氣候轉涼矣，南路鷹 liâm-mi teh-beh對宮古島｛*來去／離開｝矣。 
（氣候轉涼了，灰面鵟鷹馬上就要從宮古島離開了。）（気候が涼しくなったので、
サシバはもうすぐ宮古島から離れる。）
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（19） a. 行，來去！（走，走吧！）（行こう、行こう！）
 b.  咱緊來去，毋通佇 tsia koh延時間啦。（咱們快走吧，不能在這兒耽誤時間
了。）（私たちは早く行こう、もうこれ以上ここで時間を無駄にしたらだめだ。）
（20） a. 我 liâm-mi teh-beh來去矣。（我馬上就要走了。）（私はもうすぐ行くよ。）



















（21） a.  你若是講你beh來去，我 tō無共你留。（你如果說你要走，我就不留你。）
（あなたが行くって言うなら、引き止めない。）















（22） a.  恁若叫我來去，我 tō綴恁來去。（你們如果叫我一起走，我就跟你們走。）
（もしあなたたちが私に一緒に行こうと言ったら、私はあなたたちに付いて行
く。）
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